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電
気
式
で
高
い
安
全
性

テ
ク
ノ
カ
シ
ワ
〈
東
京
都

品
川
区
）
が
販
売
す
る
「
自

己
制
御
型
ヒ
ー
タ
ー
」
は
、

工
業
分
野
で
の
製
品
の
加
熱

や
保
温
、
凍
結
防
止
な
ど
に

使
用
さ
れ
、
温
度
の
上
昇
に

従
っ
て
出
力
を
低
下
さ
せ
る

自
己
制
御
機
能
を
持
つ
。
そ

の
た
め
過
温
防
止
の
た
め
の

サ
ー
モ
ス
タ
ッ
ト
が
不
要
。

設
置
も
簡
単
で
、
工
場
で
発

生
し
た
蒸
気
を
使
っ
た
保
温

や
加
熱
に
比
べ
て
安
定
し
た

温
度
管
理
が
で
き
る
。
製
品

の
特
色
を
生
か
し
、
安
全
性

強
化
、
設
置
の
簡
易
化
、
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
い
っ
た
顧
客

の
要
求
に
応
え
て
い
る
。

同
社
は
自
己
制
御
型
ヒ
ー

タ
ー
を
用
い
た
シ
ス
テ
ム
の

設
計
か
ら
施
工
ま
で
手
が
け

る
総
合
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

企
業
。
自
己
制
御
型
ヒ
ー
タ

ー
で
は
圏
内
シ
ェ
ア
1
位。

同
ヒ
ー
タ
ー
は
工
場
の
ほ
か

豪
雪
地
域
で
の
融
雪
用
途
な

ど
に
使
わ
れ
て
い
る
。
消
火

装
置
な
ど
防
災
関
連
機
器
を

自
己
制
御
型
ヒ
ー
タ
ー

製
造
し
て
い
た
経
験
を
生
か

し
、
安
全
性
に
優
れ
た
ヒ
I

タ
ー
を
提
供
。
国
際
電
気
標

準
会
議
〈
I
E
C）
の
防
爆

電
気
機
器
規
格
を
取
得
し
て

お
り
、

1
種
・

2
種
の
危
険

な
エ
リ
ア
で
も
使
え
る
。

米
国
メ
ー
カ
ー
の
ヒ
ー
タ

ー
を
基
に
圏
内
ユ
ー
ザ
ー
向

け
に
設
計
。
従
来
の
自
己
制

御
ヒ
ー
タ
ー
よ
り
高
い
温
度

領
域
の
製
品
を
中
心
に
、
自

社
ブ
ラ
ン
ド
製
品
「
T
K
C

シ
リ
ー
ズ
」
と
し
て
販
売
し

て
い
る
。
発
熱
体
に
温
度
が

上
が
る
と
膨
張
す
る
ポ
リ
マ

ー
カ
ー
ボ
ン
を
採
用
す
る
こ

と
で
、
高
温
に
な
る
と
膨
張

し
て
電
気
が
通

り
に
く
く
な

り
、
出
力
が
低

下
す
る
仕
組
み

を
利
用
し
た
。

ま
た
、
ヒ
ー

タ
ー
は
並
列
回

路
構
造
と
な
っ

て
お
り
、
必
要

な
長
さ
に
切
っ

て
使
え
る
。
継

ぎ
足
し
ゃ
T
字

分
岐
も
可
能
。

図
面
と
現
場
で

測
っ
た
寸
法
に

違
い
が
生
じ
て

も
調
節
で
き

る
。
施
工
は
ガ

ラ
ス
繊
維
の
テ

ー
プ
で
固
定
す

る
だ
け
で
済

自己制御型ヒータ一。／〈イプに巻
き付いている黒い部分がヒーター

エネルギーロス60%抑制

み
、
火
を
一
切
使
わ
な
い
た

め
安
全
か
つ
短
い
工
期
で
済

む
。
例
え
ば
直
径
5
M、
高

さ
3
Mの
円
柱
型
タ
ン
ク
で

あ
れ
ば
約
2
日
間
で
施
工
で

き
る
。
部
分
的
な
補
修
も
可

能
で
、
直
列
回
路
型
ヒ
ー
タ

ー
と
違
い
一
部
に
不
具
合
が

生
じ
て
も
全
部
を
取
り
換
え

る
必
要
が
な
い
。
重
ね
て
巻

き
付
け
る
こ
と
で
、
バ
ル
ブ

な
ど
の
機
器
に
も
簡
単
に
施

工
で
き
る
。

従
来
、
工
場
内
で
加
熱
し

た
い
対
象
物
は
パ
イ
プ
に
蒸

気
を
流
す
方
法
が
主
流
だ
っ

た
。
こ
の
方
法
で
は
加
熱
す

る
場
所
ま
で
の
距
離
に
よ
っ

て
熱
が
下
が
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

ロ
ス
が
問
題
と
な
る
。
そ
こ

で
電
気
式
の
自
己
制
御
型
ヒ

ー
タ
ー
を
使
用
す
れ
ば
「
必

要
な
部
分
を
加
熱
で
き
る
た

め
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
ロ
ス
を
初

－

m
%抑
え
ら
れ
る
」
〈
山

下
慶
一
郎
取
締
役
営
業
部

長
）
と
い
う
。
蒸
気
発
生
用

ボ
イ
ラ
も
不
要
と
な
る
た

め
、
燃
料
を
燃
や
す
こ
と
で

発
生
す
る
二
酸
化
炭
素
〈
C

0
2
）
の
排
出
も
抑
制
で
き

る。
電
気
ヒ
ー
タ
ー
は
蒸
気
に

よ
る
加
熱
と
違
い
屋
内
に
湿

気
が
こ
も
ら
ず
衛
生
的
。
そ

う
し
た
特
徴
を
生
か
し
、

「
食
品
工
場
へ
の
提
案
に
力

を
入
れ
て
い
く
」
〈
同
）
と

い
う
。
新
設
の
工
場
に
加

え
、
加
熱
方
法
の
見
直
し
を

検
討
す
る
既
存
工
場
に
も
提

案
中
。
蒸
気
か
ら
電
気
へ
の

転
換
を
促
し
、
環
境
に
優
し

い
安
全
な
ヒ
ー
タ
ー
の
普
及

拡
大
を
目
指
す
。

〈
南
東
京
・
門
脇
花
梨
）


